	線香製造業


原料に使われる天然香料の仕入価格は、高止まりしている。商品価格への転嫁は受け入れてもらいやすいものの、安易な値上げは客を逃してしまう。また日用雑貨向けでは、大手製造販売業者が価格競争をしており、価格転嫁が難しい状況にある。
線香の国内需要は、人口減少や仏事離れによって、逓減傾向にある。
足下では、喪中はがきに対するお供え物としての進物需要が、家族葬の増加もあり増えている。また、ライフスタイルに合わせハーブやフルーツなどの匂い線香や、従来品より短い線香を販売し、需要の掘り起こしを図っている。
嗜好性のある製品のため、輸出は容易ではなく、国内需要が主となるため、いかに逓減傾向に歯止めをかけるかが、業界全体の課題となっている。
業界の概要
線香は、基材と香料を練りこみ、押出機で線状などに成形して、乾燥することで製造する。
基材には、椨（たぶ）を使ったものと、杉を使ったものがある。杉を使ったものは、「杉線香」と言われ、煙が多く、主に墓参で使われるため、「墓線香」とも言われる。関東で使われることが多く、栃木県が主な産地である。椨は、香りに特徴がなく、香木と混ぜ込むことで、香木の匂いを引き立たせることから、「匂い線香」と言われる。大阪府など関西が主たる産地である。
香料には、天然のものと、化学合成したものがある。天然のものは、沈香や白檀などの香木、丁子や桂皮などの生薬が使われる。
販路は、寺院系、仏壇仏具店などの専門店系、スーパーなどの日用雑貨系の大きく３つに分かれる。
国内の年間出荷量は5,580ｔ、額は273億円（平成26年「工業統計表（品目編）」従業者4人以上）となっている。出荷量、金額とも長期的に減少傾向にある。
国内では、兵庫県、京都府、大阪府の関西と栃木県で国内出荷量の９割を占める。中でも、兵庫県が最も多く、淡路島に工場が集積しており、国内出荷量の47.6％、金額で41.2％を占めている。
大阪府内の製造
26年の府内の出荷量は558ｔ、金額は25億円で、全国では４番目に多い。これらの国内シェアは、量、金額とも１割程度である。府内では、大阪市内と堺市内に集積しており、産出事業所は13となっている。ちなみに、日本薫物線香工業会に加入している府内製造販売業者数は14社で、大阪市内に７社、堺市内に６社、八尾市内に１社が所在している。
なお、線香類は、63業種ある大阪の地場産業の１つとして選定され、また、堺の線香は、大阪府知事により伝統工芸品に指定されている。
香木の仕入価格は高止まり
沈香や白檀の仕入価格は、ここ10年程、値上がりが続いてきた。沈香は、ワシントン条約の付属書Ⅱで規制されており、輸出国の管理下に置かれていることから、流通量が少ない。また、白檀は、そうした規制にはかからないものの、最高級と言われるインド産は、インド政府が流通を管理している。
白檀は、香水などさまざまな用途に使われることから、世界的に需要が高い上、投機的な資金が加わり、取引価格が上昇してきた。一時、２割も値上がりする年もあったが、ここ２年ほどは、上げ止まっている。アジアの経済成長が一服したことが、その要因として考えられている。ただ、一旦、値上がりした価格は高止まったままで推移している。
沈香は、海外で人工栽培をしているものの、天然に比べ品質や香りで劣る。また、白檀は、大量伐採の影響からか、香りの成分であるサンタロールの成分量が少ないものもみられ、品質が安定しない。
香木とともに、使用される生薬は、中国からの輸入が多く、中国での需要が増加するとともに、生薬の価格も上がっている。
各社とも、天然香料の調達に苦心している。
化学合成された香料も使われているが、天然のものとは、焚いた時の匂いが異なることから、既存製品では代替できない。ただ、開発が進んでいることや、天然香料に比べ価格や香りが安定していることから、今後、使用量は増えると見込まれている
原材料の値上がりは、流通業者も認知しているため、製品価格への転嫁は、比較的受け入れてもらいやすい。ただし、値上げは客離れにつながる恐れがあり、安易にはできない。また、日用雑貨を販路とするところでは、大手製造販売業者が価格競争をしており、中小製造業者は転嫁しにくい状況にある。
原材料価格の動向が資金繰りに影響
香木の価格は、落ち着いているものの、値動きは製造業者の資金需要と直結する。購入単価が右肩上がりで推移しているため、まとめ買いする方が、利幅は安定するが、購入単価がkg当り白檀でも数万円していることから、多額の資金が在庫に変わることになる。価格の上昇とともに、購入量を減らし、入用買いするところが増えているものの、販売価格に転嫁できるまで、利幅が圧縮されてしまう。
一方で、この業界の体質として、製品在庫を抱える傾向がある。嗜好性の強い製品であるため、固定客がつき、一定の需要がある反面、廃番にしづらく、製品種が増え在庫の増加につながる。また、小売での在庫管理が厳格になり、受注が小口多頻度化していることも、在庫を増加させる要因となっている。
今のところ原材料の価格は落ち着いているものの、沈香や白檀は供給を制限しているため、価格が再び上がり始める可能性がある。そうなれば、資金繰りの悪化を招く恐れがある。
先細りする国内需要
仏事離れから、檀家の減少を招き、寺院での需要を減らしている。一方で、仏壇を置かない家庭が増えている。仏壇を置く家庭でも、リビングに置かれることが多く、従来品の匂いが敬遠されることがある。
線香の需要を支えてきた高齢者については、子どもの事故防止からライターの火が点きにくくなったことで、線香の使用を遠ざけてしまった。また高齢者施設では、火を使うものを禁止しているところが多く、そうしたところでは、線香も焚けない。
人口減少に加え、仏事離れが進むことで、国内需要の先行きは、今後も厳しい状況が続くとみられている。
ライフスタイルに合わせた線香で需要掘り起こし
仏壇をリビングに置く家庭が増えたことから、ハーブ系やフルーツ、紅茶、コーヒーなど生活の中で使われる匂いの線香を品揃えに加える製造業者が増えている。こうした匂いの線香は、部屋焚香として使われるだけでなく、仏事にも使われるようになっている。
また、室内の気密性が高い住宅に対応して、短寸といわれる14cmの家庭用サイズを半分程度の長さにしたミニ寸が販売されている。
手放しで喜べない進物用の需要増加
28年から８月11日が山の日として祝日になった。卸や小売店でのお盆休みが、この日から始まるところが増えたため、寺院や仏具店を販路とするところでは、直前の追加受注がなかったと話す製造業者があった。
一方で、年末近くになり、喪中はがきが届く時期になって、進物用の需要が伸びている。大手製造販売業者や業界団体が中心になって、届いた喪中はがきに対し、線香を贈ることを奨励する取り組みをしてきたことが、消費者に浸透し、需要の増加につながった。家族葬が増えて葬儀に参列できなくなったことも、増加に一役買っている。
ただし、進物は、必ずしも実需の増加を伴っているわけではなく、手放しでは喜べない。先々の需要が減るだけでなく、進物を受け取った家庭で普段使っている線香より安価な場合や他社のものであった場合、収益の減少につながってしまう恐れがあるからである。
一部でインバウンドによる需要
百貨店や仏具店では、高級品を中心にまとめ買いをするといったことが聞かれたが、インバウンドによる需要は一部に留まっており、業界全体としては、目立って増えたというほどではない。
比較的匂いのきついものを好む欧米人旅行者の需要は少なく、嗜好が日本人に近い中国や韓国などアジアからの旅行者に需要が限られるとみられている。
今後の動き
国内の線香需要は、先細り傾向が続くと懸念されている。一方、嗜好性の強い製品であるため、国内製品をそのまま輸出することは難しい。
日本薫物工業会では、４月18日を「お香の日」と定め、線香の需要拡大に取り組もうとしている。また、堺線香協同組合では、今年のハロウィンに線香を配った。お菓子をもらった返礼に線香を手渡してもらう新たな風習を定着させようとしている。
国内需要の逓減傾向に歯止めをかけ、いかに需要を掘り起こすかが、業界の課題である。
   （廣岡昭彦）
表   線香の出荷推移
[image: image1.emf]量 前年比 全国シェア 額 前年比 全国シェア 量 前年比 額 前年比

平成24年 625,375 119.5 10.4 2,919 120.9 10.4 12 6,005,918 108.3 27,996 110.5 84

25年 632,303 101.1 10.6 2,961 101.4 10.8 13 5,937,850 98.9 27,384 97.8 83

26年 557,520 88.2 10.0 2,527 85.3 9.2 13 5,579,785 94.0 27,335 99.8 78

資料：経済産業省『工業統計調査（品目編）』

（注１）対象は、従業者4人以上の事業所。

（注２）24年の前年比を算出した23年データは、経済センサス調査によるもの。
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